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研究成果の概要（和文）：骨延長モデルでの骨形成過程を解析し血管新生に効果的な因子群を見

出した．これを骨延長部に適用し，血管形成性細胞により血管構築を先行させると，これが骨

形成性細胞の機能的足場の役割をして骨再生の効率化に役立つことが実験的に確かめられた．

血管構築は骨欠損，創傷治癒，歯周組織欠損モデルにおいても組織再生を得る上で有用であっ

た．骨再生医療において重要なのは骨形成予定部に密な血管網を構築しておくことであると考

えられた． 
 
研究成果の概要（英文）：A group of cytokines effective in angiogenesis were found through 
analysis of distraction osteogenesis. Effective bone regeneration following vascular 
network formation has been shown in vivo and in vitro analysis. It is important to prepare 
vascular network in bone defect region for bone regeneration therapy. 
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１．研究開始当初の背景 
 組織を再生させる新しい方法としてわれ
われが先進的に取り組んでいるものにいわ
ゆる(1)培養骨による骨再生医療があった．
これは自己骨髄間質細胞を骨形成性に分化
誘導し多血小板血漿と組み合わせたもので，
上顎洞底挙上部や顎裂部を対象にした臨床
研究で成果を収めた．これにより低侵襲で良
好な骨形成が得られたが，適用可能な大きさ
は血行の観点から 1センチほどにとどまって
いた．その一方でわれわれは独自に開発した
(2)創内型延長装置による骨延長法に取り組
み 10 センチ以上にもおよぶ区域欠損の再建

を可能にしていた．骨延長法は移植なしで骨
形成ができ適応範囲が広く軟組織も延長で
きるが，短所として延長や骨化に要する治療
期間が長いことが指摘されていた．骨延長法
は骨周囲組織も延長させることから組織延
長法という概念でとらえると，その治療スケ
ジュールは骨形成が律速段階と考えた．そこ
で骨以外の組織の延長を優先してまず組織
再生に関わる細胞の足場を作っておき，上記
の骨形成性細胞と血小板中の増殖因子を補
充する方法を検討し，(3)延長部への培養骨
注入によりその骨化が有意に促進されるこ
とを示した． 
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